
















「父は 年老いて、をのこらは 戰 ひの庭にあなき、再會を期しうるや、 父は 知らざりき"されば父な、子らに切に 
齿げんと欲—ことどもを書きとめたり、かくて死せり•こは雲餘りさき？」となり > 子らは寶、小器留め- 
られしが> 程經で 後、やうやく 見 化されぬ、ここにあるととは、、 新し か、ら ず、 されど、とはに 眞 なり、 九がが こそ 
これなれ、これなくば"わが國があるべからず 、 j 一 , , %; 

かやうなわき*かきを添へ て、 古い手稿が私の手許に屆： S た。秋もをな上は、成立年代と著著に就いて> 言ふべき 
ことを知らぬ。だが、それは大したことではない。化の手記が、今もなほ、我々に語つでくれ.るのであるから。 
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時々 刻々、 一日 f 日、大丈夫たること 

はかして巧口易ならず、果して然りやをや、をは苦境に當り、犧牲と頭張りを爲さずんば あるべからず し 
て、唯我 I 人なり、何人も我を顧みる者なく、弱氣起リ審蠢せざるベからざるの時節に こを、 始め 
て知るべきなり、この秋にこを、果して眞奚案なりや、魂底にまこま力を有せる やをや、 知る ベ 
きなり、 
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巧人をでもも完をなる能はず、聖人君子をりとも、載するの時あリ、をるみをり、動撥 あり、亦衰ふ 
るころもをりぬべし、或は絕體絕命なる爲忆か、はた憂深く機 f して、遂に我が 事 了る きすに至れ 
るか、或は單なる疲勞、悲哀、乃至不快の爲か、さては骨身に徹する疑惑來れるか、或は使命も 義務餘 
りに重く、今はわが力及ばずも嘆ずるに至りしか、 

然りも雖も、かかる時にこを現はさずんばある，へからざるは、男兒本來の面目なり、窮境を一貫して 
我をまふべきもの、卽ち權巧をる志氣と明晰なる頭腦と敢爲なる、む膽も强烈なる意志なり、 名譽の おし 
き巧持なぶ、一：功に打ち克つ金卿力なり、 
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己はホ.めずし.で得らるべきもの-に非ず、こは實踐せずんばあるべ.からず、贏ち轉ずんばあるべから 
ず、 護持せずんばるるべからず、 
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胸狸に金剛力を持てるホ文夫の姿宿る、/身、むを擧してをき、名譽と國と神の爲に耐へおく金剛力な 
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な等、是のををこを護念すべきな知、 

我はをを自ら體驗せり、さればわが體驗ょり知れる嚴托のことを、今發に、汝等の爲に馨き記さむ i 
苦雞の睛がに發憤ずる落を記さむ、 
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神の古なり、國古 なり、 を譽の古な り、 同時にを等總てにして、又】卽他なり、大丈夫は神の古として 
は補に、國としては個に、名擧の丈としでは己が名譽に奉化す、然も一一一者はをく】に歸す、何もなれ 
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名譽は、彼が神に齋きまつろひ、彼の國に奉公なす時にのみ、さを擒ぎなく保持するを得べし、 

.. . - 

國は、彼が神忆隨身し 奉り、 己が名譽に微塵の巧點をも止めざる時にのみ、眞に之に奉公なすを得べ 
し 
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神は又、彼が名譽と國のために萬事を捧げ盡すときにのみ、現世に於て神に齋 きまつろふを 得べ し、 
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•大丈夫の巧 履、 實に斯くの如し、 


をの立つ や、 山嶽の かく、 毅然たり、權ぞ をり、 をの動く や、 ことごとに明らかに潔し、大文夫はわ 

るか 

れに託されをる事のみを思 ひ、 身を顧みることおし、淸巧き、む もて、 ひたすら質朴に生活す、おのが身 
內を愛し、義務を巧ひ、職分と事業に默々として務めて媳まず、をのを活態度には、純ずをる眞劍味と 
泰然たる信念あり、 

をのおを立クるや堅牢不 お、 をの道を進むや直進不退、あ誠にして、疑懼せ ず、 嫉妬せ ず、 善惡の道 
を辨 へ、 おのが信仰に挺身し、戰搔にあつては勇溢敢闘、巧に面してはぞ然歸するが如し、 

犬を夫のを命は私の物なら ず、 

彼はををまなる神に捧げ まつり、 國とを譽に奉仕せ しむ、 

- 

犬を夫はげに斯くの 如し、 




大丈夫は毅然として義馨を堅持ず 

斯くして大文夫は、剛健にして溫庭、宜つ公明なり、 
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わが國、わぶ家、わが臟み、わが人格のき由など、總じて神おんみ.づんら大义夫に、是を守れょ、 
この本義を巧就せょとて、忠誠と信仰に對し委ね給ひしこもどもをば、犬す夫はわが名馨に賭けて守蠻 
す、巧してをの名譽こをは、彼が己のを命を賭して護持する處化、 



このあに大丈夫が名譽知らずと爲す巧のものは、 

己がを命をお緣として國に捧げざるをなり、 / 

篆を濟 へ、 家をの潔をを保つことを爲さざる奢 化、 

.職々を濫巧なす著と己が仕事を賽る者と舉にをきんが爲に呂由を巧す者也、 


總じて邑が，命をを譽ょり重し ろ爲す者を、 大すまは名攀知らずと見做す、 

さればぶ嚳の爲ならば、動搖ぁるべからず、ょしんば地化も糧 も、 妻もモ も、. 家庭も身體もを命 も、 
なべて ことごとく 失はれを りと も、 

大文夫な肺巧に鈴ず、を i ひ身は戰場に橫ふとも、名譽を失はざりし者は、巧して死せざるを、され 
ど單にをきながらへんが爲に名譽をすてて顧みざる者は、死なり、死罪重々の亡をなり、げにや萬事ほ 
懸りてを攀にぁり、名馨に依つて萬事は巧り、名嚳に依つて萬事は敗る、名譽無くばをくとも甲斐無し、 

.... V .... V; . 

されば大すホは名灣の爲にを命を捧ぐ、 

犬ぶ夫お嬉顧ぶ受〜をの信賴、はかりつくすべからず、又がと L て受けざるなし、蓋し大丈夫は不 
誠實なる能はざるが故化、名譽を念ふが爲に不誠實なる能はざるが故化> 
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大丈夫は自曲にして 
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己が省巧に漉ぉを赌 す 、.."；；‘ 

大丈をの貸话な'、恭縱巧至無爲令謂に非ず、犬丈夫はをの愛する人々の爲に、をの職分とする處の爲 
に奉化勤勞を巧はんとして、自をなるを望むな り、 正義の爲に闘ひ、不義を懲らさんとしで、自をなる 
を望むな り、 ご ： 
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.正義ぶ認めしものの爲に戟ひ、；服禱すパ營ホの化を力ぶ傾せて奉化し、忠誠、むのおむるがままに凳爾. 
として死に赴く、斯くのがき底の、奉化を戳圖も忠誠の爲の旨も、是ぞ大丈夫が自由の、む境なる、 

• 一 . ■ ■ ■ ■ .. . 
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さで較智もげ、朱易なるものに想を潜み新なる力を樵集心、：美の中に神をあむ、 

.薪くの如‘を次えをの羣は、灌務を翻狗を寒負親た都ず心味、 k 嶺の！を受けんが爲の宫由な 
リ、何の 人を か、削約無からむ、然れども 問題は、 魂が何者に依つで自らを制約を り やにおり、果して 


貴爹ものなり や、 はをまを 卑 きものな りや、 

■ ' ' ' ‘ ■ •- 

さなり、何人たりもも、時ふしては卑しきものに惹かるる こと もありなむ、然れ ども、 之を詳容し、 
脊をし怠惰と虛榮に驅られて享樂と權方を漁るものは、誤れる薑襄 むる 雪りも言 ふべ し、 節く 
の如き者は早晚病むべし、病むべきは、口に貴きものの制約を拒みつづ、然も人の子を S 上は、、 むに 
をの蹄約を脫し得ざるが故をり、 

こ . ' ' . ,■ ■ -’ . 

貴き神と國と名譽とに結ばれ、萬事に窜貴^ものに眞、むを極め盡し、'遂に胸中無一物の 境に到れる 

をは、旣忆自邑を墜落せしむる程構を歸絕せるものにして、眞實自由なりも言ひつべし、 

. . ... . - .... . 
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犬丈えほおに输く Q 如し、 


大丈夫、 彼は生を樂しむ 

义單なるか觀を輕蔑ず、 

な 

太す夫が耸をがむは、ぞの活力と滋味を愛するなり、彼の哄笑は不平家やを壌の脅威となるに庭る、 
彼は力と充實を愛す、凡を健實にして美な..るを愛す、.可憐と力强きもを愛す、而して眞澄の鏡の面にも 

似て、太丈夫は地の輝きを反映す、ミ ‘ r 
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で 

彼は化事を愛し、懿閑を樂しみ、急がず焦らず時間を活用し、故鄕を愛し、域性を敬ひ、祖先を追慕 
し、、华若き人み嫁巧路を機ぐ、..大丈まは莖のがくをはむれをがめども、§なるべき場合、乃至は生命 
を擁護すべき場合には、，決してをはむるるこお非じ、又彼の、むは、今年にがて彼をして眞理にお接せし 
めをるも咬を、、愈謙報禱の情もで進憶臟慾夕~ 

' ' ''V; . , . . ' .. ... V- - ■ - ■ • . ' . ■ ' . 

大丈夫を るを は、 本實を重んじか觀を却く、人間を事物に對してはをの本質を直視し、事業に際して 
が壁審お尊ぶ、慶吏しで由瓣棘難に依って立ち、おのがが底の誠ょりして生活て t 


事物にありてはをの神髓、人間にありて^魂に宿せる神像、是れ大丈夫の隨所にあて常にあめて應ま 
.ざる處なり、僞れるもの、洞ろなるもの、不純なるか觀、をは大丈夫が腺光を恐怖す、蓋し大丈夫は之 
を洞察せずんばやまざるが故なり、 

ぉ 
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外觀にも鷹物にも、彼は惑はず、若し欺かるものが巧く手を遮りなば、、大丈夫は一擊の下に之を打破 
なすか、然らずともをに拘泥せずして進む、蓋し彼自身は不斷に向上前進して滯ることを知らざるが故 
なり、げに是ぞ胸に生命の歌を唱じつつ聖智に鑑ほひて、生死を超ぇて神意を奉巧なす騎古の姿なる、 


大丈夫は明朗なる也境と 

その根あに於で常に自由なる情緒とを有す、假令生活の重荷を擔ふとも、なほ胸や深ぎ處にては、む平か 
なり、この深巧に金剛力おりて彼をまふ、又彼はこの深所より巧でて萬事を負擔し克服す、 

まことの明朗は眞穀なるお義也より出で、大文夫の輕捷は神性の莊重なるに發す、輕桃浮薄と大丈夫 
のを然の氣とは、似ても似つかず、何となれば浩然の氣は淺薄凡庸より來るに非ずして、胸や深く悠々 
をり、、む敵旨若をる襟度と、-何者と雖も搖がし得をる不敵の'豪膽もよりをずるがななり、-..； 
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大丈まの魂の壁賽なる崖活为は絕太'にして、肉體に宿る死の恐怖と雖もをに依クで潑滅ず、.かつ义大 
丈夫は知る、よしや何拿の襲ひ來らんとも、最深の.中必に迫ることは斷じてあるべから.ざるを、されば 

• み 

彼は透命を歡迎 b 、. 賞塾に杉て明朗なる態度をなて運命を捕 ふ、 又冤まれ角まれ必ずず運命を欄御せん 

で ふ、 泰然たる確信を常に失はず- ' \ ’ 

♦ 
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大あ夫の淸明、むは、他人の生活を蒙み、他人の不幸を喜ぶこもを知らざる、至純なる眞必におづ"彼 




の笑ひは決して他を傷ぐるこをなく、善をにして囚はれし處なければ、聞く者もホ、む自ら樂し、をの聲 
には猜疑と傲慢より生ずる惡しき響なし、 

大丈夫の淸巧也は本實的事物への.信倚より來る、かるが故に彼は本質的ならざる事物を、さ修ど眞瑚‘ 
に執り上ぐること能なず、立し斯かる事物が恰も重要事なるが如<裝ひつつ、來りて彼を脅し、威猛高 
に振舞ふ/ sJ 占あらんも、彼はをを】笑に附し、更に意にかすることなし、 

^ - 

淸巧、むは靈魂の鏡にも馨へつべし、をの面を觀ずるに、高きものは恰も星滿てる蒼空のかく、一切の 
小事物の上に懸れり、大丈夫の魂は滿々をる確信を懐き0つ、人生に於ける諸 t の小暗影を解脫して、 
不易なる事物のいと高き光明がヘム飛翔す、 

されどまを、絶大なる悲痛の彼の生活に入り來るあらば、也の內舆より肴がの力湧き巧で、苦趟を除 
き、悲痛を轉なて、確ずをる眞劍味丢新 L き信念と爲さん、 


リ 



犬卖藻惹黎拳は嫌齋をる一隻眼を有ず 

• •- 

を.-^ SilgWi 摩物事を着過を聲お寒驚ず戀お一事逢り傭霉へを移巧すを顧左隅を爲さずして、统着 
わななを觀象たぶ傘をあ視ず，，涯爽の縣义殿滅卷ずおを、.バ確實に、；暖くが瞭かに輝く f 

，.: 化め眼は舉なる肉瞬をは非ず，穗疫齡を活の患ひなる焦躁と冷淡と混亂よりも、更に强き方より巧湧 

するが眼な裳 ； V . r ... こ./擎 
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靈魂に內在するこの力こを は、 大义夫にぶ處を與ふるものにして、彼はこの立處に據 り、 をめず臆せ 
ず V 藤然る技淮雅をを達觀 す、 其の樣爭穀みつ辨着たんで^人間なると事物なると、喜びなると楷みな 
る足、..なを金宛なぶ癸そ穀倾袁邊か證間ぶな去な長：彼が一隻限の靜觀力は極めて綠なれば、他の乂 

人にも奪移おで、彼等が撼裡必禾费を 除く、" ： . 、 

. • • • • . 

をの華涼虛榮にしでお葉兼節に因はれし皆の眼は、點滅動播ス何となればをははかなきあだし、むよ 
ホ辟で"か觀を繊塗振ん妾ず-る蓉#忆‘むで：夕無常の假相恒執着せるが故なぶ、大丈夫は本質に立脚しで 


が 


磯ず不動、眞理を志と す、 されば彼の眼は沈着な り、 蓋しをは不動、むより發して不易を志して進み、不 
純の外觀を看破し、諸人をしてひたすら眞理に嚮はしむるが故な り、 

ル、む者の眼は冷にして厳、、む大いなる者の眼は溫にして充てり、大义夫の、むは彼自身よりも更に大な 
り、をは他人をも我と共に抱擁てそは大丈夫をして胸襟を開かしめ、諸人の奮圖と困窮と苦機とを、 
わが事として同感せしむ、大丈夫が己れの感情を表現するは、援助を爲し得る時に限られをり、されど 
彼の眼のみは絕えず彼が感ずる處を溫和に映しおだす、而して旣にこの眼のみにて、緩和と援助たるに 
あれり、 

大丈夫の意志は不動の基礎を有し、彼が巧獻の法則は確立せり、よしや何事の來らんとも、彼は名譽 

の囊と國家腸請墨ひ、 SQ 毫給ひ」が援ひ了、薑」蒙す，へ」、斯<®如<なれば、彼 

が內に安んずる巧あるが如く、彼の眼は戰友と敵の上に安らふ、明澄にして畏るるがなくをらふ、己れ 
の欲する所を眼は知れるが故に、 


巧 


難零奉護！夫は 

慕黎隊がて常に質巧其0を璋にがで常に慷蔡なり、彼か奢侈^知らず、又を餘，知らず、’ゎ 
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游はおのが義墓巧し、含が寒の爲に配おじ、おのか激だ鞭み、おがが馨を巧ん、颊を愼みつ 
脅*忠實にをを巧ふ、. 

業'''-:： ' ... 

な‘ょ屯んげ牺鹏官職維争な他め上に再る， AJ 唯犬す策は常に旨皂め本領を失はず、常に人間たり朋友を 
りで户.その忠識を變ぞホ、'' ' J ;r ： • > 一 f \ 

. „-■ ■ - ■■■ .- :.。ぶ'.''. V; こ''.’.. 

彼は尊大を振舞を爲さず、ぶ城が裳食ふ處洒遷のぶ燕らず、常，に鞭を り、’ 唯々素がお L て宫己'忆忠實 
なり、 


か义て萬乂感得す 、 i Q 者樣奉住しな；クぁぶと、 


i8 


大案は正道を踐め吴言壯語せず、得々然をる壌を信ぜず、誇大の言辭を避け、 節度を維持 ス 

丹を、む中に迫り來るも Q は、彼をしておほむね冷静ならしむ、而して霞馨 Q 禱を集字るに一 
箇の明確なる謹を岂てす、されどこの禱が一度言なとして靈すきとあらん か、 囊 S 念と 
化し、愛情と憤怒の爲、义彼が意擎る處の爲に、いつはりなく、ただ】筋に 燃ぇ上るなり、 

もし一事に成功なすことあらば、大巧夫は、をの成就せる事業とをを爲し縛をるわが能力と をこを 醫 
ベ、をの得し人望ほ敢まを欣ば夕委まは人望を念頭に置かず人望は旣に備ほれり、 しかを 我に 
從ふ壽多ぐをの勢力彌ミ大にして、彼は蠢た寡默謙讓、夏妻を裏切りて我なら薑に變ぜん 
とする誘惑に對し、益6志操堅固なり、 

彼は常に彼をり、常に自己にな實にして唯々素朴なり、 


巧 


大丈夫は良き手を有す 

大丈夫がこの良き手を汝に與ふることあらんか、をは盟約を爲すと等しく、據つてなつて磐石の如く 
恃むべし、而して汝は確固 f 淸純、善良、かク明朗なる或る種の力を感ずるな らん、 

大文夫の手は無雜作に善を巧 ふ、 をの樣、みづからは善行を意識せざるが如きものを り、 をは手傷を 
消療 し、 苦痛を緩が す、 ただ輕やかに撫で過ぎつつ、 

'是こをは萬物を、あをかもおのが.じしなるがかく、大も小も、をのあるべき.化置に移し巧く良き手な 
り、而してこの手の觸るるところ、】切はをの巧を得るなり、 

./ 

惡を懲らし、離憩なるものを寸斷し、不義を打倒し、惡魔を巧くる一味徒黨を惡魔のもとに追放せん 
となすと赛は、をき手は駿嚴なり、 

而も極めて平靜蕾實なるは、ょき手なり、危驗に直面すとも戰懐せず、後退せず、否寧ろ斯かる時に 


29 


こを、' •斷乎 もして 堅. 持し、 攀き 通し、 擔ひ拔 くなれ、 

、又をき手は遂巡なく裁斷 す、 正邪善惡を 化し、 麥殼ょり麗屑を まり、 外觀 ょり 本質を識別す、 

.. 人 V ; 

: - ... :一'-' 

良き手は党く剛にして克く柔 、克 く優忆して克く決然たり、义潑白確實にして、鞠く迄もあ實を失は 


太す夫たる者は言を愼む 

德锋寡言にしで犬言お語を爲さざるも、..常に信念をもクで覇る、 

言の物をる、神聖な り、 をを濫用する者は一介の饒ま漢を‘るの み、' 大言は大事の爲に用ふべ< 、而し 
て至ホの事物に就きて は、 之を黯 るょりも、 寧ろが默を守るに如かず、 

必底に奉持ずる辦なをを談ずベから ず、 义恣に教談し得べきものに非 ホ、 されぼをの賓格無くして大 
事を談ずる者あら ぼ、 進んで彼が口を封ず べし、 

'己が胸に爲ふ虜をありのままに謗で、をの講る處に從ひでを活をなチ 所の、' 言巧】致の壬のみ、大事 
を談ずべき資格を有す、從つでを自身は、なのが中に充ちあふるるものあり、がの生活た一致するもの 
ある場合にのみ、大言を敢てすべきなり、されど然らざらんには、言を發するに節度を失はざれ、力至 
は壑乂化默してをれ、；" V : 


純眞にして充實せる胸より巧づる香は偉大なる力をちし、必巧を貫く、斯かる言が純眞なる也猶を有 
する人々よりおでてなに到らば、直ちになの胸襟を開きて、この言をして乂を點ぜしめよ、されど空言 
の徒來らば彼が口を封ぜ よ、 然らずんば汝のすを蔽 へ、 



化事にてあれ、信仰にてあれ 

職八刀にでをれ、白ぉにて あれ、 紀律を守ればこを持續し、進步し巧くもの なれ、 

大丈夫ほわが身の紀律を維持て斯くて彼は己が力を掌握して、自由の、む境に巧り、 

一個人が飮酒乃至は喫煙を爲すや香 やは、 問題とするにをらず、され ど 彼がを等の習癖に淫せりやを 
やは、 大いに問題とすべし、諸事ホ斯くの 如し、 卽ち吾人は旨由の境地に立ちて能く諸事を愛すべき 
も、まを 克く之を放棄するを得べき なり、 世相は千樣萬態にして、快く喩しく享樂しぅるもの換から 
ず、今吾人が之を利用攝取して、わが必を畜ばすに、何の禪りかこれ をらん、 ただし吾人がをに因はる 
れ ば、 此の限りに 非ず、 大文夫をり扛も區々をる快樂をが む、 され ど 彼は之を必要と せず、 又必要と爲 
さがをががが良がす、是彼が自邑の綻樂を挣ずを所がなり、 

V ■■■;.'■ . . V ■ パ .：；:：: ^ ~ 

太をおげ繪律にがで金醜力を有ず A 彼の無鑛制，に鬼段んもホるや、こを金剛力によ幻で節度を傑ち、 
就に入らんとするや、之に依って自制し、.軟弱に流れんもするや、.之にょって克く剛健をり、忍び難き 
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に際しても、之によつて我を失はず、ややもすればな逸に陷らんとする衝動ををに依つて克服し、邪道 
の彼を誘惑すと雖も、之に依つて正道に踏みムまり、餘人ならば助けをホむるが如き場合に際會すもも、 
彼のみは我が身】つに負つて事に當り、將にや道にして挫巧せんとする際に於ても、之におつて頑張り 
通し、萬事崩壞に溺すと雖も、之に依つて忠誠を守る、 

この紀律は時機を失することなく鍊巧すべし、苦境に陷つて始めて之に电蜜ナするが如き事なく、平時 
より不斷に巧持すべし，、苦境に陷らば時機旣に遲し、 

されば大丈夫は豫ねてより紀律を練り、夙に之に着手す、.彼は假令をの要なき場ムロな りとも. 謙念を巧 
ひ、事重大ならずも思はるる場をにも忽せにせず、事急迫せずもも宫おす、斯くてこの紀律のをする限 
り、萬事に损はらざるきま獨立の境地に到り、我が身に隱れ備はりをる自制力を保をするを得べし、 

斯くの如くにして大丈夫の內部に大いなる紀律を長し、其の力に依夕て彼はホだ嘗て顚落することを 
知らず、义斷じて破廉恥乃至は不忠に陷ること無し、 


が 


大丈夫おのれに語りて曰く 

- : i --- - . .• r - V " ' - . " • 

ぶムを、•萬事かかかと歷ふこをををんをも、尙太おに見をみ看が、汝の鷄姑ざる駄り、をお限りは見 

をみ有り、をが立てる限り、をの限りは見をみあり、をは汝自身爲し得べしと思ふよりも、更によりが 

、 、 

玉を爲し能ふなり、さかぼ、：燒まず風せず、.貧ま通せ 

. ..... . 、 .. * . ‘ V ..- 
. ' . - •- 一-' • . - ，- " ; 

邑が力を越ゆる迄緊張努力せよ、斯く爲さばが0方は增大せん.、汝の日々の働きが没の力が下に留ま 
らば、なの力は忽ちにして減かせん、而レて事を爲すに當り、汝が身を顧みるころ無く、一途に化事に 
念ずれぼ、がの，得る所更に太を加へん、' 

.* .リー， ..‘ •- - 
' * . •'' ■. ‘ '如';'. ■ . .. • ' 

太丈夫はをの奉持するところのことと、我に信倚する人々を想ふ、をによって彼は力を倍加し、最後 

畫で倒るぶ己をなだ、蓋3なの事とが◎人ぶ接おをご無上の力彼に巧るが故なり、かくて彼は常にをの 

-• . 

查がを靈を傾をす、；一：ご； 

、はを何事の爲にでもあれ、"彼、一虔發進がんか、右顧左腰をなさザ、"暴雄に直進で而して處難に逢 


z6 


へば、爲さざるベからざる底のことを想ひ、危險來りて】命になぶときは、をかさざるベからざる底の 
ことを攝ふ、叉危難の淵に臨まぼ、先づおのが魂を彼岸に投じて勇進ス 

斯くの如く、大丈夫は克く堅忍持久、前進不退、直立不動にして、遽巡怯懦を許さず、自ら信ずるこ 
も厚く、優柔を去り、貫徹せずんばやまず、.これ彼が忠誠なる所ななり、 

大文夫の名譽はげに新くの如し、 


巧 



大丈夫は勇あり 

大变まは規驚のをを肯定するが故に勇あり、彼は善きものが自づから榮ぇゆ X が如き天上がの夢にを 
くるものにあらず、泰然として眞實に立脚し、現實界には破感を自的となす危險物のををせるを知る、. 
彼は知る、總じて生命をるもの、ををの債値をるものは、ただをが戰ひつつあればこをををし生巧しを 
鑽するものなるを、 

大文夫は勇をり、現章のをを肯をし、あるがままの生を、詹險ををめるをを愛するが故に、 娘" 

' .A . ち-. .一--/> , 

大丈夫は勇をり、善事を巧くるが故に、善事を巧くるもは戰ふが謂'ひなり、 . 

: r - - ? V .. ^ . ^ V,' ;■ : ... 

戰びを否'をする者は、：入をを否認ずるをのなり、有害無益の者どもょ、命を惜む卑怯者どもなづ'を等 
が戰ひを画變ずるは、薄志弱巧なるが故な.れ、逸樂に耽溺せるが故なり、又魂底に百が一芽ょりも更に 
尊曼戈をなおずをなをがが猿が巧とを徒輩は萊藏た載若兢々をを-郝道たをき、曲路を歩み、眞理を厭 
ひ、.'末遞おじで轟蔡の糜满を機猪ず^.;;/..-',：';.. 、 k ...: ; ミ/^ 


が 



勇者は戰ひを肯をし、不{女を超克し、自ら持するに嚴、斷じて降服を知らず、 おのが生命ょりも更に 
尊きあるものにょクて靈感を得、惜み禪るところなく、身命を拋ちて難に をく、 

.危險に直面して胸や勇氣滿々、魂の深底に名馨を奉持す、これ勇者が威儀にして、 をの信條に 曰く、 
「勝利か、死か」も、 


み 


なすが故に、 

，、大丈夫は外面の權力に於てほ失ふ處あらんも、內なる力量に於ては增大す、か觀を損ぜんとも本質に 
於て得るところ有り、憂ひと機みは益ク彼を重厚大度なら L め、失望は益ミ彼を賢明ならしむ、又迫害 
にあつて克く忍耐を學ぶ、目に見ゆるものにがて放棄するところあらん も、 目に見えざるものにをつ て 
之を奪還す、 よし、 生活の爲に何物を奪はるることあらん も、 何人も奪ひ能はざる巧に於て富を增大す、 
かくて死來りなば、彼克く不死不滅の偉業を完成せん、 

大丈夫は大信念を有す、彼の輝きは、をを曇らさんとするものよりも更に强し、彼は實に星辰の如し、 
暗雲もをの光輝を薇ふ能はず、叉其の軌道は、天地を一體に保つところの大いなる縣によつて圓巧巧就 

す、 

大をまは運命よりも更に强き力を有す、神より發し、克く運命を亥配する巧の力を有す、 




大丈夫は神に依つて確立し 

をの信仰を恥ぢず、 

肺を敬遠し、神を談ずる ことを 傅り、 さては 我が身の神に近き こもを、我と旨ら忆對してさへ もが ク 
るの徒輩多き こと、 今日のかきは あらじ、' 

化等の；^、靜肅 Ulb なて聖事を守らん ずる 所の、敬神の念の爲に洗默する にあらず して、 ホ々しき 
巻よ、さては弱き者よも呼ばれんかもの不をより、然するなり、彼等の恐るる處は>1神は女子供、弱者、 
を婆なんどの拜むべきものなりも說く徒輩なり、化がかにも、神に對しでを く、 むを閑す者 あり、 或は神 
前に立ちて自尊、むを喪失せんこと を 懸念して、自ら神性に近づくことを 忌揮す る者 あり、 


化こを、純然たるホ熟と不遜と錯亂なかの何物にも非ず、をはな懦なり、我等すベての內にを々活動 
ぶりをもろの^明かに聞言つつある處の、かの金剛力を正視し、をに隨〇てなふ處の、勇解 



かくては遂に彼等の上大苦難到來し、運がは一切の反抗と旨惚よりも更に强 化し、 人間は完全に 鞭. 
力無策となり、爲すムころを知らざるに至るべし、この期に臨んで倉惶 として 走り來 りて 神を求め斗. 
び、あまつさへかくも度く神より遠ざかりゐをることを忘れ、巧して、若し彼の叫びに對しで神が直ち 
に耳を藉さざることをらんか、獲に天を恨むに至らん、 

大丈夫は神を信ずるこもを恥ぢず、彼は旨己の神を有し、他人に對しても銘々を自の神を認む、大文 
夫は神に就て多くを謗らず、されど肺を有す、盛運時にも衰運時にも、大丈夫は常にをの魂の內に、巧 
物にも優りて確かなる力として神を奉持し、困難に際して始めて 走り 來り 、ああ 愛する 神よ、巧け 給へ 
も喚ぶが如き醜態を演ぜず、彼は神を旣に豫め有し、义常に有す、神を.座をに 有し、、 むやに 有す、 神の 
力はなを新鮮、明朗、を氣潑剌をらしめ、彼に眞劍味と也眼を輿へ、 J 朝摹 有ら ば 普 痛に 耐へ、 難顚を 
克服し、名譽を保をし、國に奉仕せしめて、かくて利害を超越し、權勢を權らず、を死をも恐れざるに 
至らしむ、 

偉なる截、神を有する者ほを世界に獨立せり、彼こをは毅然もして自己のお、むに立脚し、如何なる時 
も端然として斷るることなき向上生活を持續す、 
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大文夫は禪を體驗せ 9 

卽ち彼は、神を單に聞き傅へのみにょって知れる者に非ず、 

ただ神を體驗せる者の み、 衷也ょり神の何たるかを知り、從クて神に就いて談ずる資格を有す、を必 
を靈を擧して神に趨向せる者にして、始めて克く神を眞實體驗するを得べき こと、 諭を俟をず、 

.さて徒輩有りて 曰く、 を、むを靈を擧して神に趨向なす時にのみ神の體驗有りとせば、をは單なる妄想 
に過ぎざるべしと、 

犬ず夫は斯くの如き論辯家の爲にをの敬神を亂さるることなし、 

一 V . 

凡を物は、我らが之にを身を打をみ、之に巧應はしき如く對處するとき、始めて我が眼前に物々現成 
するに非ずや、をは間くべからず、音は見るべからず、をあるものを死せるものとして取扱ふとも、么 
を識るべからず、又人間を動物視なすとも、人間を識るべからず、をと音と、物と人に就いて然る如く 


が 


神に就をてもが然るなり、卽ちがも靈も神ながらに神に趨向するときにのみ、神は我等に現成す、， 

眼はをとおをホめ、巧は音と歌をホめ、又魂は實に神をあむ、かくて我等は、わが身が神にがって觸 
がられ、惹き寄せらるるを感ず、 

/ . . 、 . .V; .. . も ''..’ 

■ 着'.'; . 

さおを庭，のみにずは未だし、神にぶ0て觸れをれ、惹き嘗せらるるげ、恐らくは萬入亦然でなん、さ 
れど其のみにてほホだ神を體驗する鶴はず".祝んやをの魂を祿私對しで關がる際に於でをち人をの胸 

.襟を餘す處なく謂き、胸中なる筛途を解放しで郝だ薇は L め--^恰も解を開きで霖羅萬象を寫すが如く 

* ‘ . -- - . . ' - ■: 

义中塗を端ならずじて徹底的忆購忆鹽阿し拳るをき—^腊の.曝にこを入始めで神め實體史靈驗を內 
ょ庐して體驗し V 而し。て神の金剛力をるを知らん；揉：.' \ ：：；T ; 


巧 





多くの者は神をあわれども 

神を見出す能はず、をの咎は人間自身にをり、神は常に用意ぁり、されだ人間は緣らず、 

神は遠きに在り、神の惠みと怒りは我等の動かし得る巧に非ず、などと說く徒輩を信ずるころな. か 
れ、實は決して然らざる化、 

- • : ， . . . - • . \ . 

神は常住我等が座右にましませば、我等が神を識ると識らざるとは、懸りて我等省身にぁり、 

V ^ 

神は遠きたをらず^又よをよをしきものに非ず、をだ我等が神より遠ざかり、緣なき他乂も咸リ果て 
しときに、己が、むより然く思ふのみ、蓋し、む、神に近からば、神ホ近くおはします、然り神はおはし ま 
ス而して父の威嚴、母の慈愛の如く巧け給ふ、ただ我等に赤子のかき信賴無かるべからず、 

V 

神の巧を永きに思り鎖せる者、をを】擊にして破らんとするも、爲し得べきに非ず、化の事をるや、 
準備なくば爲すベからず、麻に時ぶ魂の聲は純構ならざるべからず、利己と我執を離脫をざるベからず、 


が 


然る時、をの聲は神に達せん、 

大丈夫をるものは、願掛けに曰を麟しぅするこもなく、寧ろ我身も己が希望とを擧げて無條件に神に 
糞ぬ、斯くも親しく彼の也は神に麵巧せるが故に、彼と彼の本願と神とはをく】0に融合ひて、さなが 
ら S 者】體なるの觀 をり、 而して假令苦難如何に大ならんとも、彼は釋然として知る、神は必ずや善處 
し給はんこと を、 

如是なる 時、 神は大文夫とをの 目 常生活との內部に入りて、堅固をる地盤と巧る、神は彼の內にをり 
て歸寂として働き、义歡喜としで働き、事物の本質を洞察する、む眼として働き、又明かに善惡を辨別す 
るを、むとして働く、神は彼の內にをりて曇りなき確信もして、犬いなる愛の力もして働き、义彼の必中 
も座をにををし、彼と神とに所屬をるものを守護し、をを神ながらに修理固巧せんとする金剛不拔の意 
をとして働く、 
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萬事悉く郝より來ると iK ふは眞にあらず 

■ . あ' 

惡は神より來らず、寧ろ神に對化す、腐敗と野卑と、水質實相に對する嫌惡と陳'、.神より來るものに 

雜ずレて、卜；却クて神に對する謀反なリ、叉をの本質神におづるものも、をのか見に於ては涩滅腐爛し、 
變較を敎巧部なる神綾を脯的稼がとを爲掛し難きこも多まぶなが：を班群での事物の向に满的據也を 
發爲む，耳つをを意驚ずるこをこを巧要なれ、.而ムで.大ずまは實に是を有指心で努力ず、？' VW : 

..不簽塞.なるも.の辑神.ぶ'夕來らホ、..さ.'..れ.どす完をを認識し、をに銳戰ムて狩勝クふたる.◎.为は神より巧 
る、神より來れるものは巧び神に歸らんことを願ふ、是卽ち白豆を-完巧せんと願ふなり、而して我等き 
身も神よリ西でしものなれば、.この自邑完巧を巧ひ、これに餘つて神に奉化すべきなり、 

犬を讓錄觀導が神ぶリ來り、；；. 何事が， 然らぞる燕を細る、，.そは彼启身麻にを脚し、；神を意欽し"神のみ 
もろぶりせをを藝見するが故なぶ、ぶがくて彼は善惡の別を辨へて誤クこぶな〜之に測クで行動ず、， 

\ . - • : \ ■ - :- . で ‘ ' ，■- : . 

: . ■■■■; ■■を-: ' ' ■■ 

..、1 

• - 

.进ホをを樣爵齡め驚婷隸をる處なもひをホを奉化を巧ふが故ち自をに餅く行動し得る化、腐敗と野 


が 


卑も墮落と虛榮に對して、大丈夫は勇戰敢圖す、而して神と國の爲に威義を保ち、高貴を守り、健康を 
護り、 至善に化を る、 生くとも死すとも、勝つとも鷄るとも、 

恰も呼吸が善なるを入らしめて惡しきを化き、然も斯く爲さざるを轉ざるが如く、化の破邪顯化の戰 
ひは彼が天楼の發露なり、 


が界は不完をと 

V . . .4 

無智盲がと惑業に横蠻り、新かる時節に於て、舉に淸純穩おなる也にては事態赵變ずる能はず、離惡 

は善良をなつてはが敗るべからず、寧ろ憤然をる意志と义を劍をがつてすべし、さてこのま楓の意志と 

を純の义猶と降魔の利剣は、實に神ょり大丈夫に降したまふところなり、 

"... . ... . - 

彼が創造の正巧をなクて建設せしもの、或は神が彼に委ね給％じもの、卽ち谓產と鄕主と職夕乃至事 
葉とが、無智育がと我慾と怠惰と惡業の爲に破壞腐爛せしめらるるを袖手傍見するは、大巧えの到底忍 

ぶ能なざる處なり、この時怒り彼の、む頭に發し、千早振る神の荒魂の如く大威力として激發す、 

■: ■ ■ . • . ■ , / 

◎験まず.發する义猶は、雲間を破る霞光の如く純粹なり、而して神ながらなるものの爲に戰ひ 
て夕晝感爹頸おもをずを謹々の雲をが償がん者巧燃ゆる鮮秘◎處樣太を炙が腕に潛ゆるぶ矣ぷあ 



、.鶴跨藝钱嚇鱗琴等ち鎌銳 f 斷みずをタタえは善議戀麵纖繁ぶ严廚おち善專は戰蘇す蓉厳な讀曼 


4ぶ 


を望む、 

敬虔なる也は蒼驾を峽すにム まる 靜氷には非ず、寧ろみ然神のを め 給 ひし 飛瀑に 入つて奔流し、を0 
重壓を もつて 難壺を窺ち、揖床の塵芥を掃蕩し去る所の、 かの 激端に譬 へつべし、 


おぶ夫より大いなる靜けさかず 

'をが輝きと力に泰てる、大いなる秩序の靜けさなり、をせ丈丈夫が神にをで中み逆置き、.嚴鑛不動の 
態寒をなってこの中、むに立脚せるに由來す、’彼が、也膳牲戳顧無乂、彼が意志は動搖なく、叉彼が靖懷姑 

焦慮の影をだにがめ t 、； 

• « 

-人生の苦難と打擊益 t 苛酷に、戰欄遙 S 迫熱に、人必與雪％"大にして、决ホま典也境測證しに殻 
かなり、蓋しかぶり來る不安は、邦クて巧なぶ靜默をいよいよ力あらめ％えの力に钱夕て觀物にも犯 
さる，ることな N /、 俄然かぶでの襲擊著お對して强味を維持する办敌なり、.， 

事態大いに惡化し、擾亂锭將に彼の：、む境にもあばんとすぶことあらんか、彼は輒ち內面に向ひ、をの， 
が議◎震；校鷄鑽す--この羹が渡梦遷歲ぶ、' ；V 毒'’接^^^ 

此の處にありて彼はをの最深なる中、むに自 a を集中す、極めて靜肅に巧坐し、をの、む魂を振起し、を 
砂秦鬚を岳び神争に鑛む、肅しす勸亂如何にホならんをも、-彼は常にこの麟顯をぶおして、萬事襄下 



し、 肩を垂れ、深く息を吸ひ、この偉大なる中、むの力を再び感得する迄はをを媳めず、 

こ Q 中、心の力は彼の爲に靜かなる、む境を恢復す、而して彼はこのちからを身邊なる凡べての人々に向 
つてあおす、 

大いなる靜けさよ、をは感覺無き人々の死せる靜けさには非ず、鐵面皮の糞落着きにもあらず、をは 
逞しく働く宫發的躍動力にして、魂を發據し、本質的なるものに對する開眼を巧ひ、、む氣を勇猛堅固な 
らしむ、されば、大小の浮世0嵐もこの勇猛、むに當りては、をミに吹く風の泰山に當るが如く、むなし 
く却けらるるのみなり、 

この不動也の靜より純々ずをる不屈の意志生長す、その棱、むをる化すべからず、をのち向をる變ずべ 

からず、をの力をる敵すべからず-この大かつ美なる氣高き意志は、自己よりも更に犬なる生命を愛 

し、 斷じて死を橄るることなし、 


さて多くの人々は信ずらん神の力は 

難'ホ狼爹ク讓祭魯歐冬'-戴導は巧松深く省察傾聽 す^こと にがって神を認むるを得べる も、】. 宜行動に 
藏みも雜おホ屬续がき場を には、；’娜诚韻に 遠乂ぶムまホ.萬薄ぶ嘴等？^が委ねられを.ぶ華.：.. V 


ゴず装ふ 


vviK . 一 


從つてをくの人は惟ふやらん、神は靜かなる時の爲のみおはします、或は薄志弱行の病者弱者の爲に 
Q 秦ホが..^まス S れど强志健巧の 徒には、 健康にして力强き者には神は不耍なりと、 


夕夷薰漱讓ご. V .、？ f 為； ' 皆を； U 

神はただ靜やにりみおりと思ひ惑へる寧は、をの巧蔵に信をお CM ふ能は夕かつ义正道に化まらん 
が載が P 夕溺著と等しく强者も神を泌要ふす、 

V , 9 :。. V ; ^ 

大すえの意志には郝宿れり、' 遠ん正しき巧熟の痒には、正 L き靜議お於ける么同樣に姻ましま；イが故 

にい娜も.震專较.をんを1顧え蒙、.：；曇寨讓み穗激惹游畫港惠】體を城し、 A 


'，'を ..：^^6 


0 Q をけるがによクて統合せらるるなリ、 

、むこを巧要 なれ、、 むの糧と也の惹 かれ 巧く對象こを肝愛 なれ、 この內に神宿ら ば、 この、むより發 
巧爲のやに も、 靜境と同じく神宿るな り、 斯く•て神常に おはします、 大いなる、泰らけき勝利の力とし 
ておはします、 

神に依りを、むを得しをは、萬事を神より下されしものとして堪へ忍ぶが故に、最早巧動に出づること 
なしと言ふ者有らば、をは誤てり—— 

大文夫は徒ら なる 我執の爲に憤る ことなし、されど 事一度名嚳に關 し、 國家を危殆に溺 せしめ、 力至 
は內界外界の神事を穀損する惧れ あらば、 敢然立つて戰 ひ、 渾身維れ一劍と化する 化、 

'、我一箇に關するに過ぎざることは、彼をを，一織スされど 事、 おのが生活し信念しつつある巧の神の 
領域に關せば、をは必ずや彼が也魂の中核に透徹せん、而して猛志 躍が、 己が身を顧みず、巧くきを遮 
る I 切の事物を巧闽せずんば媳 まざるべし、 
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何火も於， IS を趁游餘ホをがか恭唉ミ pi とレを鱗藤げてを i 化、.もだをおを脈あ、 


運.瓜：§焉ホまおん據膝乎べレすぎれお巧お？泰を爲搂能ほホい'.'即ち薇麟誠媳を搜基はず、誠忠護 
持 4 掠麵おが本镇&跨辣敞にお酿お痕 f 冢恃な誘をがる限お敝®^命に麻 if 爲 
力ををす、而して彼が萬事の破砕せらるる秋來るもも、彼が两藏する誠あの力は、この秋を得て愈 S 發 

を餐 t を‘ ..； -r 一？女 ，-..V ;...;. 

...-. v .^ ,■... X c .5; ぉ ..5 r-:.r ち..：， . .巧。，接ぶお/た ' w :. 

斯くて知るべし、神は運命ょりも强く、術への忠誠は、人生の打擊をる每に彌益しに大いなる力わき 

化を靈 おを、； ' :‘ r .: ' . ; 


を栽が嫌ち霞和！^おが繫據弔に‘おもなほ献お懿識をを得べを％據藤わ時敬にば、ぃ義龄み 

. •ゎ.-.' -. •• . - - . ' " 一；-‘： • 

に一切を求め、言擧げを許さず、事の何故なるがを問はしめず、.神は波を巧定して放たじ、ただし汝が 

• , 、 . 7 - - 一. 一.- 

自己骇話をじ、•を紙壤髮磯議喉3竣?^から神 Q 手を撒が球^>るとぎ は、 神と雖もが何とも爲す能は 


勝 


ず、されど若し汝が神にな誠を守り、階みなく懐疑なく神に隨身し奉る時は、なほ苦機にあつて益 c 神 
を、神のを威力を認むべし、 

今は截搂けなんと思ふの秋、正にこの秋に當つて神への節操を守らば、一擧にしてなほあらゆる怯懦 
を絕滅する新なる手掛りを得べし、 

脚下なる大地の消失しつつあるが如き感を覺ゆる秋、正にこの秋にありて神へのホ I 節を守らば、突如 
として汝は新しき基礎を得、動搖なく齡立せん、 

、む痛甚だ大にして今は絕體絕命なりと觀念せる秋、この秋にありて汝神を離れずば、神は、む痛を轉じ 
て犬いなる靜寂境と爲 さん、 新なるものおに始まり、深狼に汝は神の扉の開かるるを覺 え、 光と熱と力 
の大流ほなが胸中に滲透 せん、 

要は汝なり、神は常に用意有り、を克く忠誠を守りなば、神はなを苦惱ょり新生へ導き歸さん、され 
ど汝みづから神ょりまら ば、 神もてもなを巧くる能はず。 


づ9 


.1 おて中. nu 塞 i 、 ‘窠迸燒 


環がど 


:磅： 


‘. 巧-を 


-巧..'’ 
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彼等は歡蓄.の.時に當り神を思はず、斯かる箸樣？なほ赫〇がに立ク箸なり、神の内になでる者は、歡喜 
むが驗蠢載弯賴藝あむみ受襄苦機の時に劣らず >'を寧ろ歡喜の時にこを、•愈//神をホむるなれ、 


ご接 ‘一 


おを；為巧、ぉお..款榮 


• 巧 -..'- 


. 芝お T 


..挺‘.ん 


言露發おをを'問題ほ歡喜む如侮睽あかが煮をを嗦卑俗な凉#*1を憔爆#、•政レで彼を璧藏が以おがお 

. . . 

する著をもた巧ひ；では、や緣もしでをの賞動を達觀す、；彼何ぞ意にかすべき V が何に强權なれとも、卑 
撥.較證于みお.0は、.薇を織す髓寞、 ... ％-ご > ....- , 


ご .-'- ■■ 
;'、k 




永遠者ょリ來る息暧きを感ずる をき、 犬を夫の胸襟は聞かる、蒙しきものにがで、高貴なるも0にが 
.で、.渡◎化讓歡福睽媳で、ドみ强く實りがくものに於て、過まょり傳はる、が鎮的なるものにがて、總べ 
て然も：：藤 b て：目務と磯を愈族お赋國驚彼擊かを於言綻麻翁な建縷§環心换百が最お鑛ん、：.こと崎が 
て森も時許も繩も繪も、、神に蘇をで謗り始め、最小の事赖と離も蚕犬どなる、整々をしてここにをり、 
成功を較めみ轉ぶも狩ぐ兢のもの傑、彼を悅ぼせ、深きむ底より感謝報恩の念湧班し、彼は之？をがみて 
赌を抱撫定香お—義沒を •ち f . ふ、苗^^ 


が 



、斯の如き歡喜〇やにをらば、魂は鎭まりなかん、されど】度巧動に移らんか、天地正大 Q 氣は發して 
彼が渾身を充をさん、 

大す夫の歡喜を見ょ、をは我等に神意を指示する光明なり、殺には人間社會に於ける、家庭に於け 
る、仕事に於ける、苦樂に於ける共をお榮有り1神0御旨のまにまに、彼處には】物あり、】樹あ 
り、】像あり、】巧あり^ — 神の御旨のまにまに、——ここに逆憶と前進と愛あり、怒あり、を成あり、 
戰圖あり——神の御旨のまにまに、——又彼ホにはかならぬ彼が最愛のものあり、妻をり、子あり、ち 
あり、國あり、完查に彼と】體となり、正道を巧き0つあり1神の御旨0まにまに、——此等】切が 
彼を悅ばしむ、をの喜びや深し、いもも肺に充ちて重し、 

大文夫にをりては常に斯くの如し、彼はをの歡喜のやに神を有す、藍し彼の、むを悅ばしむるも 
をこに神宿り、彼に力を與ふれば化、 • 
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神に生くる者は現實の化界にとりては失はれたるをおなりと* 

b _ . 】 - 
• ■ - ■ ■ . ■/ .... ' .. ，■- 

かく寒ふるお®象レ、攻惟へ台た、•難かる者は最早何等名馨を淳重することなく、，そ， Q 國を愛せず、彼 

; ■ • . ... . i ■ V . ’.：、 ■ I -- す.ぃ : 

は誘輝悟豐謗ること瞭然つて靈魂を救濟せんが爲巧堯塞に良己むが齊忆隱雾も、： 

- . ■ . ' 一'.. 

. . . ■ . '. ■ . ■■■ 

.實聲ほ、垄くるを異れか请叛く似如な禱ホる人がを恐らくはをおせん、されぶ大丈まお考ふる所はを 

んをと祟れり、彼を神は犬ホをを熟世ぶか逃磐せじめずして.、却.夕てをを磯雌◎藤巧中におがしむ、 

■ ■ - . • ■ 

. .■- • . - ■ ... 4■- .■ろ；." ...• - : 

. • • . こ ' . ' • • .•- . ‘■ V . . - • . /1 ^ • 
. も ■/- ’ -- - ^ \ -•■■.一. 〜 - - -- ■ ■ ■ ■ ; - ■ ^ 占 • 、 ゴ - 

我等 i 度神をを靈もで青をかんか、がむょか湧き與づぷ金剛がほ、奉仕と義務に對餐ぶ鉛託を奪4こ 

となく、却クでをを爲ずべ言至上りぶを興ぶ*是實にこの'進補力り神瓣なりホ％'"?’： * 

- : ... .' v.rrr ■ / r .'; . .こ. • ..ぶ.，..}..み 

- - - ■ - ■ - . ’ . ：■ 一？；‘； . 

. ； . .... ....'ぇ；../.’ ....... ...；v -‘.；一.....： 

大丈夫の大丈夫をるは、世界 Q 爲に神の働きを巧ふ i 放なり、何人をりとも、神に逆ふことなく隨身 
し表ぶお煮候兼ずじで、永續し向上しつつ搂進をしで更に强力ならしむが如き偉業を成嚇せる者は、未 

V : ^ \ み’.：!い ''.一 . .r .- 早；-- X '...巧.づ ；； v ; : X 

だこ觀ちを'薬る.化、；； ••じ.....-:，-了'.. 
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往々にして人は單なる言語を迷信す、 されど 言語は問題ならず、言語の背後に潜む金剛力 こを肝要を 
れ 、然り、この 金剛力はを在す、不可避的にををス而して黃嘴なる爲か、或は慢、むせる爲か、 この 力 
なくして生をし得べしと臆斷せる者は、己れを歎き、世界 も 彼の國民を欺くものな り、されどこの 力を 
肯をせるものは、世界、國巧、宫己の S 者を悉く新に得て、をのみ續的ゃ核を認識し、をの本質と根源 
も 方向を感知せん、 

瓜の裡に聞ゆる大いなる聲、をは大すまに規矩と指導と根據とを與ふ、汝等、欲するがままにこの聲 
を名づけょ、我はをを神と名づけむ、而して此の聲は、な等を現世のかへ呼びおだすことなく、寧ろ現 
世の申へ呼，び入るるなるべし、是即ち汝等を汝等の國の爲の奉仕に向つてな喚するなり、 



神に隨身ナるは世界を棄つるの謂に非ず 

而して神に忠誠なるは世をを裏切るの謂ひに非ず、こはただ神に屬せざる世がを棄つるを謂 ふなり、 
されど神のものなるお嚴の.世がは、我等之をを靈をなつて愛すべく、如何なる ことあり ともをより 去ら 
ずして、却クてをを擁護し、現實のやにをむ本質を^展せしめ、死力を盡して之が爲に戰ふべき なり、 

神が我等をせをに置き給へるは、世がを輕侮せよもには非ず、を々、この世をに巧りてを力を盡して 
神の御旨4^驚現^と浪なり、义疎が我等をおが國に置きをまへるは、わが國を輕侮し裏切れよとには 
非ずして、寧ろわが國に忠誠を盡し、身命が産を抛つて國家を守護し、國に於て神の御旨を實現し、國 
を榮えしむる爲に我等がを力を傾；法し、なつて國の內なる神的棱、むを、彌益しに逞しく美しく勢盛に展 
開せしめんが爲にこをあれ、而して厥の道を巧ずる處に我等が金幸福 籠れり、 

如何なる本質と努力とが神より國と世界のやへ入り來れるか、又何が神より來らざるか、之を我等に 
吿ぐるは、我等が胸中なる大いなる聲なり、をだ我等が己の空虚と怠慢を、我慾と廳慢を自己より脫溝 
せしだるを要す、义自扫の內部なる孤立み離を打破せざるべからず、我等斯く爲 さば、 我等を結合せし 



むる神來の本質を、我等に依って】ををらん i する神のみわざにがても感知せん、されど若し然らずん 
ば、 我等この聲を驗かず、或は聞くともをに從〇て行動を ず、 

大义夫は此の聲を聞く、又化の聲の力に依り神の國に對する彼の愛慕は願益しに增大す、されど又世 
がが神の望み給ふ 巧と 異リ、彼の 本質と、 をが意欲に も 相反す る時は、 苦 機と 憤怒も彌溢しに大 となら 
ん 、こは 彼の必中に聖なる不安を惹起す、彼は身邊なる國民の有るべき 姿と、 しかも現實にほ然< あら 
ざる姿とを感ず、斯くて彼は何處に行き何處に在らんとも、やむにやまざる衝動に依って改新を巧 ひ、 
而して先づ我が身にがて之を始 む、 



犬えホの巧動意志は 

名馨慾よぶ來らずして、己が魂の力よリ來り、是を保て、これを增せよとて神が彼に委螺し給へるこも 
に對する愛情も、む盡しとよぶ來る、この愛情あるが故に、彼は自から持するに嚴にしで、奉化しで倦む 
ことを知らず、祗しで愈誠なり、 雜 

ふ 

大文夫は彼の國に對ずる奉公人をり、蓋し彼は爲さざるを得ずして華仕を爲すも0なれば、若しこの 
讓舞が勃勞巍あ定彼お加算ぶ；ぶぶ，ことあらぱ 、却り て之を訝る 化、 

，ぶ寒渐籌ま懲蓋おし先が鳴り愛衛蹇靈な遠鑑識肯畫潛 V 、是ぉ願葉鄉を鑄某 

達み卷織練為驚纔警證缝た！^ゴ菊徽潘 p ?? 源！ i 擧がぁ練も.您屬すべきを爲し、；'义眞恭海を獻义雜ぶ盡 
るぶを©な觀獄、香球な常た襄感齋に黎ず窗を输廣僞ぶ識剌ずぶを翁許清なを P 1.7, : ' 


，.みあ猶画猶琴 ㈱ 3多或に讓$義縣り爲に識聲准淮龙魏金最高のもりなり？このおに祖國は他©あら 

渗な叢驚を輿費蔚の钩あ壽ず夕；萬ぅ六；'.'',-..；^'.-:;.;;'.'ぶ C 幸^ 


つてみづから信用すべき良おをるの實を示せる者に非ずんば、何人たりともよき獨逸國 ± をる Q 資 
檐あら じ、 而して良民たる〇實を示ず とは、 自明なる萬事に就きて然一巧ふ化、 

汝隣人を妬み、又ぬすむ巧からざること、人の見るとをとに拘ら ず、 なが爲すところ〇總ての事に於 
て、 汝の、むを純に、なの手を淸く保クべきこと、善事を巧ひ惡事を廢すべきこと、願慢を去り、汝の矜 
挣を德に置きて、權力に置くべからざること、此等總て、而してな感此より多く Q こふどもは、自明な 
ることなり、されど是實巧をざれぱ、なは よき 國击をる能はず、 

こは總て極めて自明なり、餘りに白明なるが故に、此の陳腐なるぉががを事新しく擔ぎ出す者は、恐 
らく物嘴ひの種をるべし、されど是を膽に銘ずべし、即ち、をの家の住人たちが階上に新に屋を建てを 
れ ど、 梁木を皱める腐敗に氣附かざりし爲に劇壞せる家屋 0、 旣に多數に上ることを、 

斯かればこをを人は、先づ自明事を忠實に確保し、をの力の及ぶ眼り、】步も之に違ふことを許さざ 
、るぞよき、 
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を搪り家時 




.•讶齊； 

も,芝... .■一 i f 


大磐お Q 上に をつ、， その地盤とする巧は神え彼 p 名譽 なり、 神が己れ左韻令せ名 HQ た大丈夫健愛をも 
囊がも,^顯店し按键、.を譽！をし嘉？難も祭* こご f 


譚；> 


大1^|@^蘇巧の濤證雪、落を業繁を爲も變寞す疑衣籌驗替ぶ論^^翁泰ず^是を繁ホぶがが與 
り、而.して齒と家？-子、臘みと業務なぶ、訊，を连おと本質にがて彼辜一羅な；るもめた驚するこの愛 
鏡獻户鞭を髓か虚を載榮；.露を勵み響を耐椅もめ.、.，戀幫たして獨創的ならしめ、勇氣を振起し忍 
一^鲁を强めで'.葉ん黎犠錐转赴かムめ苗'.段齊で..を得^^^^梦根をを、固む..る衙.む鳥攀.な急ちを率../ ~ IV . .... \'..'ぶ 

r . 溝 1... 二、.^ 

'矮がぶ潑番辱か^臀秦せス.玻^^^^!すえ^^ を^^垒.おで感在ホ詳濤參..囊猜に辜驚を新ん爲る- 
ざる を得ざれ時こそを を巧ひ、，亥を のなひを築しむ^おムて己が義務をる こ i は" 自ら進んでをを巧 ふ、 


を離を譯如钥 察る 事恃議控で畫 、装が 倚を を 時節^^ .てを、 總で鑛 ，f ◎かくな 满睽 慷爹を ホ、振 
がわが身に引き受けし こる". 象は己れの身內の奉仕者と して、 又己れ〇國の劈兒として、勞働者としで I 


6 〇 



或は兵古として、彼に課せられしことのやには、彼の希望に反して、更に困難に更に苟酷に巧り巧くこ 
もも多かるべし、斯る時に呪ふもも罵るとも、假令衷、むょり然なすとも如何ともすべからず、この秋に 
當つて倚むべきは、ただ、む中の偉大なる守護者たる義務の念あるのみ、義務の念は彼を弱氣と動搖に對 
して强固ならしめ、彼に警吿を發して爲すべき任務を遂行し、】日一清手せしことを完遂せしめ、奉仕に 
がて懈怠無 < あ誠がて】貫するに至らしむ——神の爲、彼が名馨の爲、彼が國の爲に—— 



太文文はぞ靜なる智覺を有ず 

そは確ずとして左右に動絳せず、蓋し彼の自覺は、彼が他人の間に有する變轉極りなき人望より來ら 
ず，.3て、尊ら彼白身より來义ものなるが故なり、彼はおのれの何をるかを知り、又おのれが何を爲し锡 
るかを知る、他人が彼に就きて如何に筹ふとも、彼は殆んどをを意に介ずることなし、化し、彼が敬愛 
して、、むより指攀者たり龜鑑たるべき人物なリふ是認せる人々ならばが別なり、. 

. , .. V : . 一.；. ..... 

犬丈えは矜持を有す、され麥々は彼が他人に對して有する權力より來ぶものに非ずしで、寧ろ彼がお 
義を望み名譽を失墜ホることなく、ま宰神一人を除きてな彼の魂に對する審判者を絮認せざるが故に然 

■ V : -- ."だ：：--.-.- >- 、- .‘ ...'， . :. * 

るなり、彼は白己の有りのままの面目と能力を誇り、神聖なる傅承と、貞力にて得し所のものとを誇り、 
鞭が愛就誘れ杉義務を謗讓.薇が愈誠を蠢ず新矯途霜ぶ謗急鑛おぶ？^累爲讓翁を誤机る要求より來 
ぶ：と裏を婷嘘榮お"，.繫較愛據東靈顧'#事あり、；：；， f c;r;y 

這^苗 ' r , A ' だ V ; ' ま.''... ' 苗'か法'巧；ド'.費ろ'づ^^ ■ 

;文教庚な誤れる舊曲を離麟潑樣のを護# P 邑俱を終瓣ぎをりを廢偉るるこぶを星がず^ 
銳巧杰.お；ク秦ホの純見が馬脚を親なさんかを纖み藤みおる霎も、..辕0輿龜をぎる新義み V >み 


魚2 



大丈夫は生活上の 嫉 痛を知らざれば、彼な上の人格と彼な上の能力を有し、恐らくは又彼な上 幸運を 
るが故に立身 お 世せる人々 を、 嫉妬に廳られて贬すが如きことを爲さず、大丈夫は彼忆をめ られしもめ 
を受領し、この上に建設す、彼は彼の道を進む、載徵に着實に進む、彼は風向き次第に ル 旗を據 ぐるが 
如きことを爲さず、彼は一度誓約せる旗印の下に立つ、然もこの旗印をを命を賭して擁護す、斯くの如 
くにして彼はをの國に奉公す、 

然り而して、これ實にお丈夫が矜持なり、 
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大艾夫はボム諭意奉公ず； 

夫案の事を爲すや、をの# i 體6爲复巧の爲になせども、.自分一箇の爲にはなさず、己れに委訪 
かられしこと、即ち職をど仕事に彼は掌念す、而レて人の爲を思ひて、我が身を顧みることなし、彼を 

推進ずるがりは愛、彼を保撤する.ものが名譽、而して人望と權ガに對する卑劣なる名嚳慾には非ず、- 

'''''.''一一' . :\ ' .一':.'::,'''..:'; 

爱職〈忌彼忆とりては神聖なり、彼は*^を注意深ぐ、 ® ^ら」く、曼大い窒ぉ誠をがて實踐す 
彼 ifP 一松ぞに勝 f レ察を芸装胸に霉託されじ置谈、をを酱力もて護食す、？して彼が自己 

蛟人が觀展 せる、 をみづからはをが蒙する壑一體の畢なるーエ貧に過ぎざるがが し、 

户 'H 囊言山泉蒸ず I 霧' 祭/';'.'：^^^^^ ..一 

於默を場^^^が難私 i を象驚の爲をが斬囊屬爲壽る靜もを犬装襄 

を なむお解於-^^を齡でかる.たお 祭ぐ、 がえか途爭端なる爲に散漫に曝み 

こむ料觀奮、.心 i i もげ膽も載 I 蒙徹霞に棘唉嚴繁と諭奮ず惊蠻を皆，羡 


0# 



大丈夫の國に立 つや、 げに斯くの 如し、 

彼が何物かを他ょリ求むる時は、人は彼の意圖の公平無私にして、己むを得ざる必嬰の爲に么を求め 
ておのが爲にホむるものに非ざるこもを感得し、，.信賴して彼がホむるがに從ふ、 

されど官職と美名を濫用して私利私慾を遂げんもする者は、假令勢力を增さんが爲にのみ然なすと雖 
も、自國に對して不あ不義を巧ふものなり、 


大丈夫は敬然立ちて 

正義哇認め 心 所を擁護す、彼は或はみふところをらん かを の杞憂の爲に > 己 が意見‘をま張し得ざる 優柔 
不斷响錠叢ぶ輕蔑す、或は眞實にをきんと欲し、义眞實を發表ス專苟もお郝に關せ ば、 彼は怯懦媛巡 
維争、聲な自己の名譽が命ずるところの法を知る、この法は萬蕾に就きて、特に己が俊命と職務に關す 
る場合に於て、潔白も誠あを要求す、 

.-.ぶ .. - . , 

. V " -...- . . 

M 庵獄爲をんも#^.る顯ょかも若.ザ異れる方策を採らざるベからずを考ふる瞭な、彼ほ之を公然と上 
肴咕馨なず"農にも夕增.上官が麾も命ずる歎をにな、一渡ば一おをぉ a 養朦耀を霧でをりながら彼が 
黑きものをを，し、白き.，3^を黑しと報吿するが如きことなく、上官⑩意を迎ふる報吿を爲さずして、爲 

譯に"#て歎蓬、：あくを.彼は從臓なるもも私化を臂をる故おにを.をり識患を披振ず、< 

1 ^ - - •■ ■ :, ■ .. 一？云 V ,' .;: r >' r ' v 南，み： 

辛のれょぶ.も韻きか、又は下跨に巧る者お向クては台が權力を奠ほせ、上に向つでは瓣撫で聲をいが 
しぇ囊撫也仁で棘用を嚇緣あ乃を Hi 暮を、常に唯々諸々たるり舞輩は、是邱ち小人なり、 


犬を夫は服從を巧ふ時も克く毅然をる態度を持し、 $ を下ず攘合にぁりても克く敬虜なり、が言令 
をは犬をまの不を譽とする處なり、叉彼は己れに鶴ふものを庇護ず、彼はをの鄙下を見殺しにすること' 
なし、 

- 

犬を夫は獨化の立擦にな0て決斷を恐れず、文をの線がに對して責巧を執る、毒態重大化せる際に も 
責巧を回避せず、を寧ろおに斯る時に こを 自ら進んで責なを負擔す、彼は自若として其の貴に巧ず、蓋 
し自己の爲に何等求むる所なく、巧々奉仕を專とする巻なるが故に、 

V .. ....... ........ . .. : 

斯くの如く犬文まはをの職分を奉巧し、おホもして服從し、眞理を信奉す、叉忠誠を盡すに當りては 
常に勇有り、毅然をり、义自在なり、 


が 


大丈夾は養度なり 

、彼は溫き必ををじ、おりが好人做なるを恥とかず、さりながが彼の善良さは縣氣もが來るにほあらで> 

彼肖身ょりも更に大なる力ょり來る、 - 

'*4 滅發を;半 ' J だを：1皆，.. V '':.-- UA .... 邻 - V ' . V V 乃. 

參蒙 H 藤囊黨％ん菱が、-費際は鑛糾考鞭樂が講嚴感り蕾藤®勝の善おなりを 

意惹を弱むる愚痴めきし善良なり、又をの强志と一ぶふは誤れる意志なり、善良おを維持する力なき利己 

/ :も巧 ',；. 

i . 叢が巧學艇ぉ藏が爆腹磯勝#滕がぶな#がが赞お善踐なる#炼徐 i 脅 s げ减 
別をなり、をは愚痴柔弱にして、神意遂巧の禮きの巧たり、 


雕舉膨だ®个霞舊藻ぶ馨輿が變がが纖龄ず""-麥豫寡れ導お權巧をのが謹若ず為着陳*で 
i か康藤既勝获峡象寒 >據驚 i 心®ががが、心がが默な於とをんベレ、一'-:ご，パ>’ ut ぇ接 g 
されど柔弱の善良とおしき善良と、邪惡の意志もおしき意志とは、全く別物なり、何等關係を有せず' 


嫁 


必と意忘とは、正常なる狀態にありては相提携す、即ち善良なる、心と正しき意志とは常に協力す、蓋 1. 

善ななる也は善なるを欲する意态の力よりぉづれぼなり、 

犬を命の爲 に、 生命を墜落腐がせしめんとする者に對抗して自身戰ひつつある者の み、 南己と等しく 
正しき生活の爲に、惡と不幸に對 し、 運命と苦難に對して戰ふ人々と共鳴す、义斯る者は これ 等の人々 
をな置傍觀する ことなく、 爲し能ふ限りは之を 巧く、 彼が善良なる所な なり、 

此の善良さは正しくむすばれし也の力とをの自在なる働きより來る、をは大生命、即ち彼を他の人々 
も結4口せしむる巧族精神が、觸惰と我慾に依つて閉塞せらるることなく、彼の內にありて自巧に慟き、^ 
愛情として滯りなく流露することに由來す、 

この愛情によつて彼は】體感を味 得し、 善行を爲すにも之に從つて爲 し、 血の力に依つて巧ずるなり、 

斯くのかく大丈夫の善良は戰圖力を奪ふ所の柔弱に非ず して、 おしき戰闘力を與ふるをたたかき源泉 
なり、 をは善なるをを圖爭の團結 力なり、 かかる善良はホ無 おにして、 克く意志を强簡 ならしめ、 必情. 


炭衆案麟臺读娘な錄ぞ衝きで嘘ク .'V ... て '^ 

棘題が、..嵐趴.襲おに腾レて乂娘俩にあ氏や’にが於、-を棘時なりとせんが？菊能撼 i を發猎ずる已お i 
易ん、：薦讓を巧巧に暴す飘の試城の豪をざるが故なり、されぶホ嵐に逢ひては諸事露をすべし、 

'■ ''、. ■ぶ-.： . ■‘‘一‘ VT ... \ 一'.. _'パ.：';.'.':;)'.」 T .. . 

鑽讓逮ぶ謗威を受が、，.萬物直あに主す類倒する所の時節到來ス然る時萬事の消長は懸りで、善事を 
環撫翻邀た企をず、を翁を靈聲攀げな憲寒お输擦叢：辕靜な爲頭猶ろ熱烈為る卷膽 ij # 策、達命ぶ賭もて， 
を龜護蠢ずる人々の雙清に在り？.’';;:ぶ I - ; 

V 嵐來る绿教等再審鐵じ，必を磯か按掌擾嫁を豫が馨雜ょ*^ぶ億.に替くところの事物を、，】必 
不雜铺盛龄に罐傑をあを：何も按も宽もなを鎮がずなけん乃を怒こ©ずに當义ち柔弱條流れ、纔織に赠 
るが如を/^も効れ*今ほを.り礫なり、今や查、む身な淡を緻ををしむるも◎にホみ滿々を充ちあふれぎる 
ベかをず、礙令繼の一;切が沒落せん とも、 このものな永續せざをベからず、 を、 む查靈、ただこれ、こか 
ものを困簾•の捧がを覇じで護が拔かんザみ lir " 炎昧ぞあらざる苛から ず、 


が 



也神を統一せよ、よしなや遺にして鱗る.とも何か あらん や、我々にとりてを命にもまして尊き者より 
は、 寧ろ我が身を獻げなん、な この 事の爲に死せんか、な自身よりも更に偉大なるものをな：世に留 
めん、 さればなの生は徒生犬死に非ず、 

大文まは山嶽の如く嵐を衝きてぶつ、國にして此の底の英傑彌ミ多をならんか、を0國力彌6大なら 

ん、 

彼等は毅然として父祖の遺業と將來の目的の上に立脚し、や靜なる手と不動の志操をもて民を 導き、. 
苦難を切り拔けしむ、 
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國雜來り：：るげ，：.， 

汝は平時愛せる所の萬事を放下して兵±をれ、 

今やなが眞に國丈なもやをやを證せざる巧からず、 

• . . ! ’ • - - 
■ ■ ... 0 、’ . 

今やなより大义猶を發し獨逸國を飲せざる萬物を燒盡せざるベからず，ただこ s ' 國難， IQ 】事を知れ、 
:每塞驚靈ぶみ啼事に攀夕て本領を潑鋒せよ、戰ちに億ぁれ、我が身を顯みる勿れ、 

.滲攀眩聲をが、 r 萬募齡育嫁が读黨事险霞巧 V 接み録雪係綠ぁな爹已襄際對じで腾若晝據狼猿 V た 
だあだこの r 事を思へ、感ぜよ、憂へよ、曰く、我が國は國難なり、 

今や中途を端は有り得ず-—今や徹底と奉仕ぁるのみ、されど平時なみの奉仕にては、今は旣に不足 

I 今襄策 i 暴蕾が f 嗦據 IS 寒藤囊案？'...;‘^ 

• ' - .ぃ， ： .- V - . . • - . . 

，今や繁£,讓せな rplf 魏警散漫ぶぶ、，；教為巧あ海りし贩りを、あ擲すべし、今や商家をにの秋 

なり‘ずの涵夕寺；‘一-；‘’，.'‘， 

よ . 、 一 .-J - •、，；--> - ' ホ . * 一を ：‘，一 、- W / : . づ： - 二 . -’ Hi .’ *、 • ~ ■■、犀 ■- vr 、 が. 

ネ啼爭誰律儀を壁濕な屬歡纔今米^を教み毒を容るる餘雜を餐する 
のみ、曰く、我が國は國難な り、； ..‘ 


m 




拘斯くて國難はなが、むやに燃燒し、なが志を正し、なの內なる】切の力をして-識ると識らざるとに 

らず_-をだ「國難」。】事をのみホめしめずんば媳まず、 

な獨逸人なり や、 はをまを獨逸人ならざる や、 汝獨逸人なるに非ずや、然らば力ちなは時々刻々、 一日 
】目 、怠まず弛まず、を顧左暢する ことなく 「我が國ほ國難な り」 のをだ】事を意識し、「國難は克服せ ざ 
•るすからず」のをだ二畢をのみ欲し、而して「此の國難は必ずや克服せらるべし」のをだ一事をのみ 知れ、 

戰場に在りてほ大丈夫はただ】つの尺度を知る、をはがち死化、死をなて測らば】切の犧徑は小なり、 

をき、がらへ てあらむ 限り、大义夫はなほ捧 ぐべき 多くを有す、 我を き殘 りてありと 思 ふだに、 彼が矢 
も循もをまらず、溢 ミ 顧みなく獻身し、鑑れて後則ち已 む、 

愛は彼をまへ、怒りは彼を進ましむ、而して鐵石の意志を固め、 あらゆる 犧牲を覺 悟し、 斯くて 彼は 
戦操に立ち、祖先の遺業を遂行す、 

冷靜の眼をもて彼は死を正視す、蓋し彼は生命を最後の御奉公の爲にささげをるが故に、何もの も最 
早や彼を驚かす能はず——げにや、 

獨逸闕はをきざるべからず、 
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がは-瓣殖乂を皆 

. .. . * 

^ ' 又.' 

參のやにありて、獨遙的なぶものをきんと欲す、なを通じて、獨逸的なるもの搪續しを長し巧生が^ 
と欲す、 

. - . ...; ..V こ1 V-' 

- . ご ... 

汝は單なる汝ならず、をはが一箇のををに非ずして、なの內も周圍に、汝の前と後にあ‘る巧の、獨逸 
的をる總ベてのもむの爲のををな给3 ' 

，- : -.-,。。；：' . V 

なの本質は獨逸的なみ神聖なる爛逸御本質なり、なおをに、なの一切のをぶぶ行藏にあて義務を.負 

/ ご '' .'V''.: .'y. ょ '/'.'-* : 

•: . . - . ' . , ..■ザ'.. ■ ■ - ■ 

敎の.磯八刀は獨逸民族 S 中に巧り、琳聖なる獨逸民族のやに在り、ぶはぶに、なの】切の右巧と巧藏ぶ 
私て義務を負へり、 • / 

.. も，： - こ ;-: . ...-V , - •- * - . 

而しでな0まなる神は汝に語るに獨遠語をなってし、汝は腑に語るに獨逸語をみってす、而して神の 


汝に望む處 は、 汝が汝の人間性の完成を獨逸人として巧ふこと なり、 

されば、何ものが獨逸的流儀にして何が然らざるかを汝に不斷に語る聲に對して、汝の巧を聰からし 
めよ、 この深き、むの聲にすを傾けよ、か國者流の徒輩に從ふ勿れ、 

餘すところなくあを奉公に沒入せよ、愛に、仕事に、义職みに徹底せよ、汝の身を顧みる勿れ、がの 
祖國を思へ、是に汝が I 命を獻げよ、 • 

而して神に隨身せよ、神は汝に力と憩ひと正しき意志を與へ給 ふ、 

神に隐身し奉り、を譽に依0て生を、汝の國の爲に戰へ、 

餅くてこを汝は 

; , • - . 

大丈夫なれ 
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、本書はデ，ュルクハィム化が】九の〇年獨逸に於いて著はされをものである。謡掛に際しては種々の 
.'.泉々む棘嵌力を受けを。京大敎授荒木俊馬博击ほ「正義の入」と題して譯されを玉礁を、拙 i 巧爲 
ザに提おして下さつを。これは偏へに博ホの大度量に基くものである。ス六高のを覺鬧傲麻を敎授に 
畔 i 潍迷惑をがけ.ちをにお識に當みで t 橋本文於巧の御意見にょつた點がみくない。精に題名に、み 
:「もすらをの道」と假名書をを用ひたのは、大串免が夫巧の御'法意に依る。從つで本書は、云はば 
if 一げ館僻ぜがる。然し、.^かが商滅誤が糊で繼をがをが0であるのに對して、是は一點に衆力 
を集中して、了度日本刀を鍛へる様に、堅横十文字に鍊りに鍊〇た譯なのである。勿論をの本樵を 
搔グをを塞で心 W % が上り方々が交るをる巧ふ摇を巧つて下さつた。謹んで深甚の誕意を表 
受^るを第であを" ： • ； ； ；- / 

灭壤無窮の神赫嘻乎と して、 微塵の疑念も詳されないのでがあるち我が國が今 曰 千杏未曾有のホ 

'鷹難がをみこと！ r % 養犠瘡奪を ない。. 斯を秋に 皆て、 我々皇國星を ぅ 

tv. . ‘イ .. * T -,',,、..：； 一' > ... /V'.:' ， v, >/■■■■■ .7- う .' . ■■ 一 . V • 

ホが第でが如嫁が％、を U で十みり覺悟と實巧力襄してがみを K へ"るでをらぅか"自ら‘がへりみ 
て未ぞ複是出來め點 が、 驗りにも多いのではあるまいか。縣かる反省の赛として、盟邦獨逸に於い 



で擧げられを、この烈々たるを、むの聲にすを傾けることは、大いに意義のあることである。我々募 
國民として、萬】にも他に遲れをとる如きことがあれば、 

上御一人に對し奉り、相濟まぬみ第である。斯樣な意味に於いて、本書は我々がとクてなって他の 
のおと爲すべきものであると旨ずる。 
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